
山
梨
県
早
川
町

袖
山
の
お
ひ
ざ
も
と
で

と
り
残
さ
れ
た
過
密
寺
院

\症講①諺㊥龍

一〆亭∴ 、翁も 甲府

《
社
会
環
境
の
激
変
)
急
激
な
人
口
流
出
と
と
も

に
、
集
落
は
消
え
、
寺
院
は
な
り
た
た
な
く
な
っ

た
。山

地
が
総
面
積
の
七
割
を
越
え
、
気
候
風
土
が

厳
し
く
、
生
産
力
の
乏
し
い
早
川
町
に
、
江
戸
期

文
化
年
間
に
一
九
力
村
四
、
一
九
〇
人
が
、
厳
し
い

自
然
と
闘
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
。
元
々
強
力

な
地
場
産
業
を
持
た
な
い
早
川
町
は
、
そ
の
昔
は

金
と
木
材
を
産
出
し
、
人
口
が
ゆ
る
や
か
に
増
え
、

さ
ら
に
昭
和
三
〇
年
代
に
電
源
開
発
で
人
口
が
増

加
し
、
昭
和
三
五
年
に
は
一
万
人
を
突
破
し
て
地

域
に
「
喜
び
の
灯
が
と
も
さ
れ
た
」
か
に
み
え
だ
。

し
か
し
、
四
〇
年
代
に
電
源
開
発
事
業
が
終
了
す

る
と
共
に
、
人
口
の
流
出
が
始
ま
り
、
五
五
年
に

は
三
、
〇
〇
五
人
に
激
減
、
現
在
は
三
、
〇
〇
〇
人

を
割
り
、
典
型
的
な
過
疎
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
次
産
業
か
ら
第
二
・
第
三
次
産
業
へ
の
転

職
で
、
若
年
・
壮
年
層
が
都
市
部
へ
流
出
し
た
。

こ
れ
ら
の
人
口
流
出
・
減
少
は
、
挙
家
離
村
を
ひ

き
起
こ
し
、
老
人
世
帯
を
増
加
さ
せ
、
殊
に
集
落

共
同
体
の
社
会
的
経
済
的
基
盤
を
根
底
か
ら
崩
し

て
し
ま
っ
た
。

い
ま
、
早
川
町
は
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
に
迫

ら
れ
て
い
る
。
ど
の
集
落
も
大
半
が
老
人
世
帯
の

早川町および周辺の過疎指定地域

町 村 名 
人 ロ 人口減少率% 

昭和35年 昭和55年 55/35 

下 部 町 12,028 7,719 
\ 35.8 

中 富 郵 9,783 5,696 4仁8 

早 川 町 10,679 3,005 71.9 

身 延 町 13,805 9,807 29.0 

富 沢 町 6,838 5,020 26.6 

(昭和57年度過疎対策の現況による)

早川町日蓮宗寺院の住職常住率

寺院名簿(昭和55年発行) 

内 訳 寺院数 % 

生 住 職 寺 15 60 

2青 代 務 寺 7 28 

3.無 住 寿 3 12 

合 計 25 100 

実 態 調 査 

内 訳 寺院数 % 

年1住職萬任 5 20 

年2 住職不在 10 40 

2 代 務 寺 7 28 

3 無 住 等 3 12 

合 計. 25 100 
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た
め
「
葬
送
の
棺
を
か
つ
ぐ
人
が
い
な
く
な
っ
た
」

と
い
う
村
人
の
声
は
、
状
況
の
深
刻
な
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
町
に
移
っ
て
行
っ
た
老
人

は
、
死
亡
し
て
遺
骨
に
な
っ
て
故
郷
に
帰
っ
て
く

る
と
い
う
。

近
隣
の
下
部
町
・
中
富
町
・
富
沢
町
、
そ
し
て

狙
山
久
遠
寺
の
あ
る
身
延
町
で
さ
え
も
、
人
口
の

流
出
は
防
ぎ
き
れ
な
い
と
い
う
現
状
で
あ
る
。

人
口
の
流
出
は
檀
家
の
減
少
と
な
っ
て
現
れ
、

つ
い
に
教
師
の
流
出
を
も
ま
ね
い
て
住
職
不
在
寺

院
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、

一
方
に
、
教
師
の
生
活
の
保
障
が
で
き
な
い
、
常

住
さ
れ
て
は
困
る
、
あ
き
寺
で
あ
っ
た
方
が
よ
い
、

と
い
う
檀
家
の
意
識
を
生
む
結
果
に
も
な
っ
た
。

《
存
続
困
難
な
住
職
寺
)
拳
家
離
村
は
寺
院
の
過

剰
過
密
を
も
た
ら
し
、
寺
院
の
存
続
、
住
職
の
常

住
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
た
。

早
川
町
に
は
、
他
宗
七
、
日
蓮
宗
二
三
の
寺
院

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
に
開

創
さ
れ
、
開
基
檀
越
の
不
明
な
寺
院
が
多
い
。
祖

山
久
遠
寺
末
五
、
身
延
支
院
末
一
五
、
小
室
妙
法

寺
末
三
力
寺
で
、
主
に
狙
山
関
係
の
寺
院
に
よ
っ

て
関
数
さ
れ
た
。

大
体
、
ど
の
寺
院
も
、
同
族
の
数
十
軒
程
の
経

済
力
の
乏
し
い
家
々
の
協
同
負
担
に
よ
っ
て
護
持

さ
れ
て
き
た
。
「
衣
を
着
て
食
え
る
寺
」
が
七
力
寺

あ
っ
た
か
、
大
方
の
寺
院
は
檀
家
に
依
存
し
食
え

る
寺
で
は
な
か
っ
た
。
あ
る
寺
院
で
は
、
「
な
べ
づ

る
経
」
と
い
っ
て
、
小
僧
の
ロ
ベ
ら
し
と
読
経
習

得
の
た
め
、
檀
家
の
持
回
り
で
各
家
の
仏
前
で
一

日
中
読
経
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
小
僧
は
三
度
の
食

事
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
早
川
町
の
坊
主
に

は
学
問
は
不
要
」
と
い
わ
れ
、
ま
ず
は
檀
信
徒
と

共
に
寺
族
あ
げ
て
額
に
汗
し
て
働
く
こ
と
か
ら
教

化
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
結
果
、
早
川
流
域
は
、
日
蓮
聖
人
の
教
え

が
す
み
ず
み
ま
で
息
づ
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
時

に
は
兼
業
し
、
狭
い
耕
地
を
利
用
し
自
給
自
足
を

し
て
何
と
か
寺
院
を
維
持
し
て
き
た
。
し
か
し
、



今
は
維
持
す
ら
で
き
な
い
状
況
に
追
込
ま
れ
た
。

『
日
蓮
宗
寺
院
名
簿
』

に
よ
る
と
、
早
川
町
に
は

住
職
寺
一
五
、
住
職
代
務
寺
七
、
無
住
職
寺
三
力

寺
あ
り
、
代
務
寺
・
無
住
寺
が
四
割
を
し
め
て
い

る
。
し
か
し
実
態
調
査
で
、
こ
の
住
職
寺
の
う
ち
、

住
職
常
住
は
五
力
寺
し
か
な
い

(
こ
の
う
ち
檀
家

対
象
の
活
動
寺
院
一
、
七
南
山
信
仰
と
結
び
つ
い

た
も
の
四
)
。
残
り
の
一
〇
ヵ
寺
は
住
職
不
在
、
じ

つ
に
全
体
で
住
職
常
住
が
二
割
、
住
職
不
在
が
八

割
に
及
ん
で
い
た
。

そ
の
理
由
は
、
住
職
が
①
名
義
上
の
み
の
住
職

(
住
職
名
義
を
付
け
る
だ
け
で
、
実
際
に
住
職
と

し
て
法
務
を
勤
め
る
こ
と
は
な
い
)
。
②
祖
山
勤

務
の
た
め
。
③
老
齢
の
た
め
。
④
他
地
域
へ
転
出

の
た
め
で
あ
る
。
住
職
寺
と
い
っ
て
も
、
寺
院
自

体
は
無
住
寺
と
変
わ
り
は
な
い
。
そ
う
し
た
中
で

は
住
職
と
檀
家
と
の
交
流
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
わ

ず
か
な
檀
家
の
う
え
に
、
挙
家
離
村
に
よ
る
檀
家

の
減
少
は
、
住
職
寺
の
無
住
化
を
起
こ
し
、
新
た

に
寺
院
の
過
密
現
象
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、

限
ら
れ
た
地
域
に
、
こ
れ
だ
け
の
寺
院
数
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
開
基
当
初
か
ら
常
に
住
職
が
常

住
し
た
こ
と
は
考
え
な
い
ほ
う
が
自
然
で
は
な
い

か
。《

寺
院
維
持
の
限
界
)
寺
院
を
支
え
る
人
の
減
少

と
、
居
残
っ
た
人
の
高
齢
化
の
た
め
、
寺
院
維
持

は
限
界
に
あ
り
、
寺
院
の
利
用
が
変
わ
っ
て
き
た
。

早
川
町
の
寺
院
は
護
持
会
組
織
が
徹
底
さ
れ
て

お
り
、
必
要
な
費
用
は
こ
れ
か
ら
出
さ
れ
る
が
、

一
戸
当
り
の
負
担
は
増
大
し
、
営
繕
な
ど
の
際
は

倍
増
さ
れ
る
。
ま
た
、
住
職
名
義
を
催
す
こ
と
に

ょ
っ
て
、
課
金
を
負
担
し
て
も
ら
い
、
寺
院
護
持

の
一
助
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
維
持
管
理
は
檀
家

主
導
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
離
檀
現
象
と
居
残
っ

た
檀
徒
の
老
齢
化
は
、
寺
院
の
維
持
を
一
層
厳
し

い
も
の
に
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
檀
信
徒
の
意
識
を
よ
り
結

束
さ
せ
、
強
い
も
の
に
し
て
い
る
よ
う
だ
。
「
た
と

え
最
後
の
一
軒
に
な
っ
て
も
菩
提
寺
は
護
持
す
る
」

と
い
う
声
が
多
く
、
「
居
残
っ
た
檀
家
が
少
し
で
も
、

以
前
よ
り
寺
を
よ
く
し
て
い
く
、
檀
家
が
減
っ
て

も
ど
こ
に
も
負
け
な
い
立
派
な
寺
に
す
る
、
そ
れ

が
自
分
達
の
役
目
だ
」
と
い
う
、
堅
固
な
使
命
感

が
み
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
意
識
に
よ
っ
て
寺
院

が
辛
う
じ
て
存
続
し
て
い
る
の
か
、
早
川
町
寺
院
の

実
状
で
あ
る
。

そ
し
て
、
総
代
が
み
ず
か
ら
寺
の
維
持
を
勤
め

て
い
る
寺
院
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
掃
除
や
題
目
会
を

行
う
、
檀
家
・
題
目
講
=
老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織
で

生
き
て
い
る
寺
院
、
村
を
離
れ
た
人
々
が
新
年
祈

祷
会
に
だ
け
集
ま
る
寺
院
、
町
が
管
理
し
て
公
民

館
活
動
・
集
落
寄
合
い
や
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
場

に
利
用
さ
れ
て
い
る
寺
院
な
ど
、
信
仰
の
場
に
と

住職無住で雨戸が釘打ちされた寺院

どこにも負けない立派な寺院として護られている山村に残る無住寺院

公民館としての機能を呆している寺院(無住寺院)

ど
ま
ら
ず
、
地
域
活
動
の
場
と
い
う
ふ
う
に
、
寺

院
の
利
用
の
仕
方
が
か
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

《
ま
と
め
)
住
職
不
在
寺
院
を
さ
さ
え
る
教
師
。

早
川
町
に
み
ら
れ
る
急
激
な
人
口
の
減
少
は
、

寺
院
に
教
師
の
常
住
を
許
さ
な
い
環
境
を
つ
く
っ

て
い
っ
た
。

か
つ
て
常
住
し
た
教
師
は
、
早
川
町
を
離
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
教
化
に
取
組
ん
で
い
る
。
早
川

町
で
は
、
住
職
不
在
寺
院
の
増
加
・
残
っ
た
教
師

の
兼
務
寺
化
・
老
齢
化
が
著
し
い
。

こ
う
し
た
中
で
、
住
職
不
在
寺
院
は
、
次
の
よ

う
な
二
つ
の
タ
イ
プ
の
教
師
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て

い
る
。

一
、
千
与
人
と
し
て
の
教
師

二
、
法
務
を
担
当
す
る
教
師

一
の
干
与
人
に
は
、
早
川
町
在
住
が
長
く
、
信

望
の
篤
い
老
住
職
が
就
任
し
て
い
る
。
護
持
会
の

組
織
化
、
基
本
金
の
積
立
、
堂
字
の
修
理
維
持
、

名
義
上
の
住
職
就
任
な
ど
で
、
そ
の
寺
院
の
檀
家

総
代
と
協
議
し
指
導
し
て
い
る
。
住
職
不
在
寺
で

檀
家
が
独
自
で
寺
院
活
動
を
行
っ
て
い
る
背
景
に

は
、
干
与
人
の
存
在
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
の
法
務
を
担
当
す
る
教
師
は
、
住
職
不
在
寺

院
の
檀
家
の
葬
儀
や
供
養
回
向
、
年
中
行
事
の
法

会
な
ど
、
檀
家
に
依
頼
さ
れ
て
行
な
う
教
師
で
あ

る
。

名
義
上
の
住
職
や
、
遠
方
に
住
ん
で
い
る
代
務

住
職
に
か
わ
っ
て
、
早
川
町
に
長
年
在
住
し
た
教

師
が
、
こ
れ
に
当
っ
て
い
る
。

人
口
が
少
な
い
と
は
い
え
、
広
域
の
交
通
不
便

な
地
域
で
あ
り
、
法
務
を
担
当
す
る
教
師
の
活
動

は
、
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
法
務
を
通
じ
て
の

檀
家
教
化
が
唯
一
の
接
点
で
あ
り
、
そ
の
活
動
の

使
命
は
大
き
い
と
い
え
る
。
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